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新 規 事 業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

Ⅰ 総 額

伸び率令和７年度令和８年度区 分

2.3％26,009,202千円26,610,551千円予算総額

－1.2％1.1％一般会計構成比

【一般会計】

伸び率令和７年度令和８年度区 分

0.2％31,410千円31,487千円予算総額

【就農支援資金貸付事業特別会計】

【林業・木材産業改善資金特別会計】

－ ２ －

伸び率令和７年度令和８年度区 分

△18.5％25,335千円20,650千円予算総額



新 規 事 業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

Ⅰ 総 額

【本多静六博士育英事業特別会計】

伸び率令和７年度令和８年度区 分

6.3％45,485千円48,360千円予算総額

－ ３ －



新 規 事 業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

Ⅰ 総 額

【参考 公共事業の予算額】

－ ４ －

伸び率令和７年度令和８年度区 分

24.9％789,763千円986,410千円森林管理道

6.6％639,563千円681,803千円治 山

2.0％5,671,602千円5,782,271千円農業基盤

4.9％7,100,928千円7,450,484千円合 計



新 規 事 業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

－ ５ －

Ⅱ 主な新規事業及び重要施策

Ｐ ８ 一部新規 農産物輸出応援事業【農業ビジネス支援課】 ２７，５１８

（単位 千円）

Ｐ１３ 新 規 埼玉県AIいちご品質向上モデル開発事業【農業政策課】 ５３，３００

Ｐ１４ 農林水産試験研究の推進【農業政策課】 １，１２８，０２８

２ イノベーションの促進

１ ニーズに応じた農林水産物の供給と高付加価値化の推進

Ｐ ９ 新 規 次世代へつなぐ！県産牛生産強化事業【畜産安全課】 ９１，６９５

Ｐ１０ 水田フル活用支援事業【生産振興課】 ２１２，２１３

Ｐ１１ ２０２７年国際園芸博覧会出展事業【生産振興課】 ７１，８３９

Ｐ１２ 新 規 埼玉県活樹推進プロジェクト【森づくり課】 ５２，１８６

３ 優良農地の確保及び有効利用

Ｐ１５ 農地中間管理事業の推進【農業ビジネス支援課】 ３２８，４９７



新 規 事 業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

－ ６ －

（単位 千円）

４ 生産基盤の整備

Ｐ１９ 頑張る新規就農者応援事業【農業支援課】 １１１，７５０

Ｐ１６ 農業生産基盤の整備【農村整備課】 ５，７８２，２７１

Ｐ１７ 森林・林業基盤の整備【森づくり課】 １，６６８，２１３

５ 経営力の向上と多様な担い手の育成及び確保

Ｐ１８ 新 規 果樹新規就農円滑化事業【農業支援課】 ５２，２７０

６ 災害等のリスクへの対応

Ｐ２０ 一部新規 イネカメムシ広域防除促進事業【農産物安全課】 ３８，４９０

Ｐ２１ 家畜保健衛生所機能強化事業【畜産安全課】 １，２２２，５４１

Ｐ２２ 新 規 サステナブルな農業水利施設保全対策事業【農村整備課】 １５２，０００



新 規 事 業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

－ ７ －

（単位 千円）

Ｐ２４ 新 規 見沼代用水開削３００周年記念事業【農村整備課】 ９，９００

７ 農山村振興と住民の多様な関わり創出

Ｐ２３ 新 規 人・森・川つなぐ未来事業【森づくり課】 ９，０００

８ 環境負荷低減の推進と多面的機能の発揮

Ｐ２５ 一部新規 埼玉みどり戦略推進事業【農産物安全課】 ７，５９８



－ ８ －

農 産 物 輸 出 応 援 事 業

県輸出重点３品目（いちご、茶、コメ）に特化して、輸出に取り組もうとする生産者や販路拡大に取り組む輸出商社等を支援し、
輸出の機運醸成、輸出に取り組む生産者の増加、海外販路の拡大、輸出額の増加を図る。

目 的

担当 農業ビジネス支援課 販売対策・６次産業化担当
内線 ４１０７

【予算額】２７，５１８千円

事業概要

１ 農産物輸出応援事業 ２７，５１８千円

（１）輸出未経験者支援事業（新規） ８，０００千円
輸出に必要な知識習得や不安解消のためのセミナーを開催する。
セミナー参加者の中から選考した生産者に対し、
伴走型支援を行い確実かつ継続的な輸出に結び付ける。

一部新規

（２）いちご輸出支援事業（新規） １０，０００千円
県産いちごのボテンシャルを最大限に生かし海外市場へ
展開するため、輸出ターゲット国の分析・絞り込み、
生産者用輸出マニュアルの作成を行う。

（３）ビジネスマッチング支援事業 ２，５１８千円
県産農産物を扱う輸出商社等に対し、海外販路開拓に向けた
販促用資材費等のＰＲに必要な経費や残留農薬検査費を支援
することで、輸出額の増加を図る。

（４）輸出プロモーション事業（新規） ７，０００千円
産地の生い立ちや作り手の想いなどストーリー性を重視した
海外向けのＰＲ動画を作成し、バイヤーに向けた効果的な
配信等のプロモーションを実施する。

フランスで販売される茶タイの百貨店に並ぶいちご

【 県産農産物の輸出の取組例 】



－ ９ －

目 的

担当 畜産安全課 畜産振興担当
総務・畜産企画担当

内線 ４１９３、４１８９

事業概要

１ 県産乳牛・和牛生産強化事業 ６３，５７２千円

（１）暑熱に強い乳牛（暑熱耐性牛）の生産・普及 （新 規） ４，２２０千円
・酪農家の所得向上のため、暑熱耐性牛の精液を配布し、暑熱ストレスによる乳量低下が少

ない乳牛への改良を推進する。

（１）ふれあい体験の充実 （新 規） ５，９７４千円
・子牛とのふれあい・哺乳体験、搾乳体験、チーズ作り、山羊へのエサやり体験を実施する。

（２）実食体験の創出 （新 規） ２２，１４９千円
・牧場の景観を生かしたバーベキューコーナーを整備し、県産畜産物を提供する。

２ ふれあい牧場を活用した県産畜産物のPR ２８，１２３千円

新 規

次 世 代 へ つ な ぐ ！ 県 産 牛 生 産 強 化 事 業 【予算額】９１，６９５千円

（２）特徴ある県産和牛の生産推進 （新 規） １，２１５千円
・県産和牛肉の価値向上のため、認証基準やブランディング戦略を策定し、霜降り以外のお

いしさに着目した和牛の生産を推進する。

（３）秩父高原牧場を本県が推進する牛の供給拠点として整備（新 規） ５８，１３７千円
・暑熱耐性牛や霜降り以外のおいしさに着目した特徴ある県産和牛の育成に必要な牛舎の改

築及び哺乳ロボットの導入 を行う。

県産畜産物のPRや畜産業への理解醸成のため、ふれあい体験を充実させるとともに、バーベ
キュー施設を整備する。

哺乳ロボットでミルクを飲む子牛

哺乳体験イメージ

持続可能な酪農・肉用牛生産の実現に向け、暑熱に強い乳牛や特徴ある県産和牛の生産推進及びふれあい牧場の機能強化を図る。

暑さに強い乳牛への改良

毛が短く、
発汗性に優れるため

暑さに強い



－ １０ －

水 田 フ ル 活 用 支 援 事 業

実需者ニーズに応じた主穀作の品質・収量性向上に向けた技術対策や、新品種等の普及・定着に向けた取組を行うとともに、戦略作物等
の作付拡大を支援することで、水田農業経営の安定的な発展を図る。

目 的

担当 生産振興課 主穀担当
内線 ４０３６

【予算額】２１２，２１３千円

事業概要

１ 実需者ニーズに応じた作物への転換と低コストで高品質の主穀作生産の実現を支援 ２１２，２１３千円

（４）麦・大豆等作付拡大支援事業 ２２，６５０千円
生産者の経営安定及び水田収益力の向上を図るため、国産需要の高まりが予想される大豆や米粉用米、

飼料作物等への作付拡大を支援する。また、飼料作物等の定着に向けた複数年契約を支援する。

（１）主穀作生産振興対策事業 ４，３６８千円
水稲、麦類及び豆類の生産振興を図るため、品質・収量向上技術の指導、食味向上対策の実施、新品種の育成、生産技術確

立などを図る。

（５）強い水田農業づくり支援事業 １７２，２９５千円
本県の主穀作の生産・収益性の向上に資する施設整備等の経費の一部を助成し主穀作の生産力を強化する。

（２）省力・低コスト技術普及活動事業 ８００千円
水田経営の収益性を高めるため、展示ほの設置や講習会等を実施し、規模拡大やコスト低減に有効な技術対策を周知、推進

する。

（３）新規需要米作付拡大支援事業 １２，１００千円
輸出用米などの新規需要米の生産コストの削減などによる収益性の向上と需要に応じた作付拡大を図るため、低コスト・省

力化につながるスマート農機等導入を支援する。



－ １１ －

２ ０ ２ ７ 年 国 際 園 芸 博 覧 会 出 展 事 業

２０２７年国際園芸博覧会が、神奈川県横浜市の旧上瀬谷通信施設を会場に、２０２７年３月１９日～９月２６日の１９２日間開催される。
日本での開催は１９９０年大阪開催（本県出展）以来２回目で、１，５００万人の来場者が見込まれ、観光、自然、文化の魅力を内外にPRす

る場と位置付けられており、埼玉県の花植木の需要拡大や県への誘客等を図るための効果的な出展を行う。

目 的

担当 生産振興課 花き・果樹・特産・水産担当
内線 ４３８２

【予算額】７１，８３９千円

事業概要

１ ２０２７年国際園芸博覧会の出展 ７１，８３９千円

（１）運営調整推進費 ８４５千円
・展示会場での現地確認、出展に係る関係機関との連絡調整を行う
・屋外出展に掲示する出展情報等に関するポスター等を作成する

（２）屋外展示準備費 ７０，９９４千円

・埼玉県出展に向けて屋外庭園300㎡を施工する

２０２７年国際園芸博覧会
公式マスコットキャラクター
トゥンクトゥンク

【２０２７年国際園芸博覧会西エリア会場図】



【新たな流通体制の整備例（イメージ）】

「伐って・使って、植えて、育てる」森林資源の循環利用により森林の有する多面的機能の持続的な発揮を図るため、森林資源
の活用や木材の利用拡大を図る「活樹」を推進する。

－ １２ －

埼 玉 県 活 樹 推 進 プ ロ ジ ェ ク ト

目 的

【予算額】５２，１８６千円

事業概要

１ 県産木材の新たな活用促進事業 ３２，１８６千円

（１）移動木造応急住宅の整備（ 新 規 ） ３２，１８６千円
市町村や民間事業者による活樹の取組を促進するため、社会的備蓄として活用できる移動木造応急住宅を整備し、

新たな県産木材利用モデルとして発信する。

（１）新たな流通体制の実行性調査等（ 新 規 ） ２０，０００千円
県産木材流通の構造的課題である、伐採から建築までの長いリードタイムを解消するため、丸太や製材品をストックし、

需要に応じて供給する新たな流通体制の構築に向け、実行性調査及び事業構想の立案を行う。

２ 県産木材供給体制の強化検討事業 ２０，０００千円

担当 森づくり課 木材利用推進・林業支援担当
内線 ４３１８

新 規

【移動木造応急住宅のイメージ】

③丸太集荷から製材品加工・配送まで一貫して行う木材コンビナート

平常時は会議室等として利用 構造材等に県産木材を使用

災害発生！

トラックに積んで被災地まで運搬し、仮設住宅として利用

①丸太の集積地 ②多様な需要に対応する製材品保管場

＊移動木造応急住宅：基礎から分離し、クレーンで積載・輸送して迅速に移築が可能な恒久仕様の木造建築

丸太集荷 製材品加工 乾燥

プレカット配送 保管



－ １３ －

埼 玉 県 A I い ち ご 品 質 向 上 モ デ ル 開 発 事 業

目 的

担当 農業政策課 企画・試験研究調整担当
内線 ４０３１

【予算額】 ５３，３００千円

１ ＡＩを活用した品質特化型いちご栽培サポートシステムの開発 ２２，１６０千円

（１）ＡＩを活用した汎用化技術の開発（ 新 規 ） ２２，１６０千円

（１）研究用ハウスの実施設計等（ 新 規 ） ３１，１４０千円

県内生産者の栽培に関するデータ等を収集し、ＡＩを
活用して栽培技術と品質の相関・因果関係について分析
することで、高品質な「あまりん」の安定栽培につなが
る汎用化技術を確立し、生産者のほ場に応じた改善提案
ができるシステムの開発に取り組む。

事業概要

新 規

県育成品種「あまりん」の品質を高位・安定化し、県いちごブランドの長期確立につなげるため、ＡＩを活用した高品質栽培を
可能とする汎用化技術の確立と、生産者のほ場に応じた改善提案ができるシステム開発に取り組む。併せて、「あまりん」の高品
質栽培モデル研究体制構築に向けた研究用ハウスを農業技術研究センター久喜試験場に整備する。

２ 高温環境下に対応した高品質栽培モデル研究体制の構築 ３１，１４０千円

「あまりん」の高品質、高温環境に対応した汎用化技術の確立に向けて精緻な栽培データの取得、高温下でも有効な汎用化
技術の検証及び効果的な研究成果の普及・発信の拠点を、農業技術研究センター久喜試験場に整備する。



－ １４ －

農 林 水 産 試 験 研 究 の 推 進

本県農林水産業の発展及び技術の向上に資するため、競争力と適応力を持つ品種・系統の育成、環境変化対応技術や持続的生産
技術、省力・低コスト・高品質生産技術の開発等の試験研究を行うとともに、試験研究機能の強化に必要な施設等の整備を行う。

目 的

担当 農業政策課 企画・試験研究調整担当
内線 ４０３１

【予算額】１，１２８，０２８千円

１ 農林水産試験研究費 １，１２８，０２８千円

（１）試験研究費・運営費 ３００，７６４千円

（２）施設整備関連事業費 ８２７，２６４千円

ア 試験研究費 ２１３，４９５千円
競争力と適応力を持つ品種・系統の育成、環境変化対応

技術や持続的生産技術、デジタル・アグリテック等を活用
した先進的生産技術、省力・低コスト・高品質生産技術、
地域の特性を生かした技術の開発と指導を行う。

イ 運営費 ８７，２６９千円
県農林水産試験研究機関の円滑な管理・運営を行う。

ア 農業技術研究センター ７６９，５２２千円
原種・水田収納舎解体・新築工事 等

ウ 水産研究所 ２８，２７０千円
排水水質測定機の更新

▲競争力と適応力のある品種の育成

▲耐暑性ネギ品種の
特性把握試験

▲少花粉スギ苗木生産効率の
向上

香味に特徴のある狭山紅茶の
開発

▲

事業概要

イ 茶業研究所 ２９，４７２千円
茶どころ橋の定期点検及び修繕工事



－ １５ －

農 地 中 間 管 理 事 業 の 推 進

農業の生産性向上と農地の有効活用を図るため、担い手への農地の集積・集約化を行う農地中間管理機構（以下「機構」）の
運営や、機構が実施する畦畔除去による区画拡大、用排水路の改修など農地の集積・集約化に必要な耕作条件の改善を支援する。

目 的

担当 農業ビジネス支援課 農地活用担当
内線 ４０３３

【予算額】３２８，４９７千円

事業概要

１ 農地中間管理機構運営事業 ２０８，３７２千円

（１）農地中間管理機構運営事業 ２０５，５８３千円
①運営費

機構の人件費、事務費、市町村等への業務委託費
②管理事業費

転貸までの農地の賃借料、管理料、土地改良区の賦課金

（２）県推進事業 ５２９千円
機構に対する指導等の経費

（３）農業構造改革支援基金積立金 ２，２６０千円
基金運用益の積立

（１）区画整理一式 １２０，１２５千円
畦畔除去、均平作業等による区画拡大、
更新する必要のある道水路等の整備【７地区】

２ 農地中間管理機構農地耕作条件改善事業（P.16「農業生産基盤の整備」の一部） １２０，１２５千円

整備前 整備後

整備

・分散した農地

・小区画の農地



－ １６ －

農 業 生 産 基 盤 の 整 備

農業生産基盤の整備により営農条件の改善を図り、高収益を目指す農業経営体を育成するとともに、地震や洪水等の自然災害
に対する地域の安全性を向上させる。

目 的

担当 農村整備課 水利施設整備・農地整備担当
内線 ４３４７

【予算額】 ５，７８２，２７１千円

事業概要

１ 担い手を育む農地の整備 １，２３４，６６２千円

農地の大区画化や農道等の整備
農業生産性の向上と営農条件の改善を図るとともに、農地の利用調整による経営規模の拡大を進め、高収益を目指す

農業経営体を育成する。

用排水路、排水機場、ため池等農業水利施設の整備
農業水利施設の整備により、農業経営の安定を図るとともに、地域住民の生命・財産を守る。

２ 地域の安全・環境を守る農業水利施設の整備 ４，５４７，６０９千円

予算額内 容事業主体区 分

９１５，８１０千円農地の区画拡大と道路、用水路、排水路等の一体的な整備県ほ場整備事業

１０，５００千円農道の保全対策県農道整備事業

２６，８８０千円農道の整備、ため池と管水路の改修県中山間総合整備事業

２８１，４７２千円小規模区域での農地、農道等の生産基盤整備の支援
市町村・土地改良区・
農地中間管理機構

団体営基盤整備促進事業等

予算額内 容事業主体区 分

１，５２９，１９５千円農業水利施設（用排水路、排水機場等）の整備及び補修県かんがい排水事業

１，３２９，０５６千円ため池等の耐震補強、農業水利施設の整備県農地防災事業

１，６８９，３５８千円小規模区域での農業水利施設整備、計画策定等の支援市町村・土地改良区団体営基盤整備促進事業等



－ １７ －

森 林 ・ 林 業 基 盤 の 整 備

森林・林業基盤を整備することで、森林の適正な維持管理を実現し、併せて森林生産力の増進を図る。この取組は県民の安全・
安心な生活基盤の形成と持続可能な森林利用にも寄与する。

目 的

担当 森づくり課 治山・森林管理道担当
内線 ４３１４、４３１６

【予算額】１，６６８，２１３千円

事業概要

１ 治山施設の整備 ６８１，８０３千円

県民の安全・安心な生活基盤の形成、森林の水源かん養機能の維持増進を図るため、荒廃地及び地すべり地に対して治山施設を
整備する。

事業主体：県、市町村

箇所数：３４箇所

適切な森林整備の推進や林業経営の効率化及び山村生活環境の改善などを図るため、その基盤となる森林管理道を整備する。

事業主体：県、市町村

箇所数：５４箇所

２ 森林管理道の整備 ９８６，４１０千円

治山施設の設置（イメージ）

開設（イメージ） 舗装（イメージ）法面改良（イメージ）

渓流の荒廃状況



－ １８ －

果 樹 新 規 就 農 円 滑 化 事 業

果樹栽培に必要な技術習得や円滑な就農を支援する体制を整備し、継続的に新たな担い手を育成・確保することにより、本県の果樹生産
の振興を図る。

目 的

担当 農業支援課 新規参入支援担当
内線 ４０５８

【予算額】５２，２７０千円

事業概要

１ 研修環境整備支援 ４１，３４５千円

２ 農地・担い手の発掘 １０，９２５千円

（１）県内樹園地の利用意向調査の実施（ 新 規 ） １,０００千円
担い手による今後の管理が見込まれない樹園地を研修用樹園地として活用するため、県内の果樹栽培農家を対象とした

樹園地利用意向調査を実施する。

（２）果樹栽培に関心のある就農希望者の掘り起こし（ 新 規 ） ９,９２５千円
果樹栽培に関心を持つ就農希望者を増やし、県内への就農に繋げるため、積極的な

情報発信を行う。

・県内で活躍する果樹の担い手の取材、動画作成

・果樹のビジネスプランコンテスト開催

新 規

（１）研修用樹園地整備支援（ 新 規 ） ４１，３４５千円
果樹栽培に必要な技術習得のための研修指導や研修用樹園地整備

を行う。

・研修用樹園地における果樹棚の修繕や設置等整備支援

・研修に必要な経費（資材、機械リース料、保険料等）支援

・トレーニングファーム設置調整の実施

トレーニングファーム

樹園地を貸与(将来的に譲渡)

樹園地
提供者

研修生

研修指導

研修用樹園地整備



－ １９ －

頑 張 る 新 規 就 農 者 応 援 事 業

就農を希望する全ての人が適切な就農支援を受け、地域農業の生産基盤が円滑に次世代に継承されるために必要となる施策の
措置や体制整備を行い、本県農業の維持発展に必要な担い手を確保する。

目 的

【予算額】１１１，７５０千円

事業概要

１ 明日の農業担い手育成塾運営拡大事業 ４３，２９８千円

（１）多様な担い手確保ＰＲ事業 ６,０００千円
就農を希望する女性等を主な対象とし、本県農業に関心を深めてもらい、

県内への就農に繋げるため、就農支援情報発信やイベント開催などの取組を行う。

（１）研修用農地・農場環境整備支援 ４７,５００千円
主穀、施設園芸、永年性作物（果樹又は茶）といった初期投資の高い経営類型での新規就農を促進するため、研修指導

を行う農業法人等に対し、研修用農場の環境整備に必要な機械の導入や施設の改修、農地の整備を支援する。

（２）第三者経営継承の推進支援 ８,９５２千円
第三者経営継承を担い手確保の新たな手段として位置づけ、経営基盤や

ノウハウ等経営資源の継承希望者への円滑な継承を支援する。

２ 農業法人等による就農支援の環境整備事業 ６８，４５２千円

担当 農業支援課 新規参入支援担当
内線 ４０５８

（２）就農相談窓口整備事業 ６,３０６千円
県内への円滑な新規就農を促進するため、就農相談体制を整備し、就農希望者に対する相談活動を実施する。

（３）明日の農業担い手育成塾運営事業 ３０,９９２千円
就農希望者の円滑な就農と定着を促進するため、市町村、農協、地域の指導農業士、農業法人等と連携した就農支援体制

を構築し、明日の農業担い手育成塾による実践的な研修、農地の確保等就農に必要な支援を行う。

（３）女性の雇用就農促進 １２,０００千円
農業法人において女性が農作業に取り組みやすい環境を整備することにより、

多様な人材の雇用を促進し、農業労働力の安定的な確保を図る。



－ ２０ －

イ ネ カ メ ム シ 広 域 防 除 促 進 事 業

温暖化の影響により多発したイネカメムシの対策のため、各地域の栽培状況に応じた広域防除の実施を推進する。

目 的

担当 農産物安全課 農薬・植物防疫担当
内線 ４０５３

【予算額】３８，４９０千円

事業概要

１ イネカメムシ広域防除促進事業 ３８，４９０千円

（１）イネカメムシ対策の意識啓発 （新規） ７３５千円
イネカメムシの防除対策を農業者に呼び掛け、危機意識を高める。

一部新規

（２）発生状況の把握 （新規） １７，７５５千円
地域の発生状況に即した適切な防除の実施を図るため、目視及び予察灯の設置による

発生状況調査を充実させる。

（３）広域防除体制の強化 ２０，０００千円
ドローンや無人ヘリを利用したイネカメムシの広域防除に取り組む団体等に対して、

防除に必要な費用の一部を助成し、各地域での広域防除の体制を強化する。
イネカメムシ成虫
（体長約13㎜）

イネカメムシによる
不稔（左）と斑点米（右）

防除の意識啓発と防除体制の強化 被害軽減による米の品質維持

イネカメムシ
に注意︕︕

〇〇〇〇〇〇
・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・
・・・・・・・



－ ２１ －

家 畜 保 健 衛 生 所 機 能 強 化 事 業

家畜保健衛生所の業務の効率化とバイオセキュリティの向上を図り、家畜防疫体制の強化を目指す。

目 的

担当 畜産安全課 総務・畜産企画担当
内線 ４１８９

事業概要

１ 施設整備事業 １，２２２，５４１千円

（１）家畜保健衛生所の建設工事 １，１５４，５５６千円

【 新家畜保健衛生所イメージ図 】

（令和６年度 ９８７，４４８千円、令和７年度 ４９３，６５９千円、令和８年度 １，２２２，５４１千円）

・畜産農家が集中する県北地域に基幹家畜保健衛生所を整備して、防疫機能
強化を図る。

・ＢＳＥ検査牛処理施設（ストックポイント）と野生いのしし豚熱検査業務
を新家畜保健衛生所に集約して、検査体制の効率化を図る。

（２）大型備品の整備 ６７，９８５千円

・実験台、安全キャビネット等の大型備品を整備し、バイオセキュリティの
向上を図る。

令和８年度令和７年度令和６年度

供
用
開
始

建設工事

備品整備

【予算額】１，２２２，５４１千円



－ ２２ －

サ ス テ ナ ブ ル な 農 業 水 利 施 設 保 全 対 策 事 業 対 策 事 業

県が造成した農業水利施設について、施設管理者が紙媒体で保管している完成図書などの資料を収集・整理しデータベース化
することで、農業水利施設の情報基盤を構築し施設の適切な保全を図る。

目 的

【予算額】１５２，０００千円

事業概要

１ サステナブルな農業水利施設保全対策事業 １５２，０００千円

新 規 担当 農村整備課 企画担当
内線 ４３４５

（１）農業水利施設管理者が保有する資料の収集・整理（ 新 規 ） ６５，２００千円
施設管理者により紙媒体で保管されている完成図面などの資料を収集・整理する。

（２）ＧＩＳ登録施設の細分化・データベース情報の登録（ 新 規 ） ８６，８００千円
上記（１）で収集・整理した紙媒体資料をもとに、施設の構造や規格が異なるごとに

情報を整理し、今後の農業水利施設の保全対策に必要な情報をデータベース化する。

資料・情報のＤＸ化
県から管理者へ譲与した
完成図書類の保管状況例

紙媒体で保管されている
台帳類や図面

施設管理者（35土地改良区＋20市町）



－ ２３ －

人 ・ 森 ・ 川 つ な ぐ 未 来 事 業

豊かな川でつながる山村と都市が協力して森林を守り育て、未来へ繋いでいくため、全国植樹祭の開催を契機として、森林資源
の循環利用等を進める「活樹」の重要性に対する県民意識を醸成し、「活樹」にかかる活動の継続的な推進と拡大を図る。

目 的

担当 森づくり課 木材利用推進・林業支援担当
内線 ４３２５

【予算額】９，０００千円

事業概要

１ 人・森・川つなぐ未来事業 ９，０００千円

（１）「活樹」活動の推進（新 規） ５，５８５千円
イベントや森林整備体験等を通じ、より多くの県民に活樹や森林の循環利用の意義について理解を深めてもらう。

（２）記念植樹地整備（新 規） ３，４１５千円
植樹地の森林を育て未来へ引き継ぐため、下刈りなどの保育施業を行う。

新 規

彩の国食と農林業ドリームフェスタ
での活樹の普及

間伐体験 森林・林業教育

令和7年5月24日に埼玉県で
開催された第75回全国植樹祭

秩父ミューズパーク内の
記念植樹地

下刈り（雑草の刈り払い）



－ ２４ －

見 沼 代 用 水 開 削 ３ ０ ０ 周 年 記 念 事 業

令和元年に世界かんがい施設遺産に登録された見沼代用水は、令和９年に開削開始から３００周年を迎える。見沼代用水が持つ
食料生産に果たす役割や重要性、歴史的・技術的価値を県民共有の財産として理解を深め、３００周年記念の機運醸成を図るため、
広報活動の充実を図る。

目 的

担当 農村整備課 水利調整・水利施設管理担当
内線 ４３４２

【予算額】９，９００千円

事業概要

１ 見沼代用水開削３００周年記念事業 ９，９００千円

（１）見沼代用水開削３００周年記念プレイベントの開催（ 新 規 ） ５，３５５千円
令和９年の見沼代用水開削３００周年の機運醸成を図るため、見沼代用水沿線の市町の

イベントとコラボしたプレイベントを開催する。

新 規

（２）広報活動の実施（ 新 規 ） ４，５４５千円
見沼代用水の歴史的、技術的価値を周知するため、県の広報誌やＳＮＳでの情報発信の

ほか、県内各地の農業関連イベントに参加しパネル展示等の広報活動を行う。

見沼沿線で採れた農産物等の販売ステージイベント

開削３００周年を迎える見沼代用水

パネル展示農業関係イベントへ参加(見沼通船堀)

ＰＲブースの出展

令和９年に開削開始から
３００周年を迎える見沼代用水

桜並木が美しい原形保全区間

見沼代用水かんがい区域



－ ２５ －

埼 玉 み ど り 戦 略 推 進 事 業

環境負荷低減事業活動につながる取組を支援することにより、環境への負荷を低減した農業の普及を図る。

目 的

担当 農産物安全課 安全生産・有機担当
内線 ４０４９

【予算額】７，５９８千円

事業概要

１ 環境負荷低減事業活動の導入支援 １，９９８千円

（１）環境負荷低減につながる取組の導入支援 ９４４千円

下水汚泥肥料等の地域資源の利用に向けた取組や、温室効果ガス削減に資する
技術（バイオ炭施用等）等の実証・普及を支援する。

（３）みどり認定制度普及啓発 ８０８千円

みどり認定制度の普及啓発を行う。

一部新規

（２）環境負荷低減の取組の優良事例の発信 ２４６千円

農業に由来する環境負荷の低減に取り組む農業者等及び事業者を表彰する
「埼玉・農のエコロジーアワード」を実施し、受賞者の取組を広く発信する。

環境負荷低減に向けた取組支援（ 新規 ） １，６００千円

環境負荷低減に取り組む生産者団体の、認定等の取得に向けた取組を支援する。

２ 環境負荷低減に向けた取組支援 １，６００千円

バイオ炭の施用 秋耕の実施

環境負荷低減につながる取組例

優良事例の発信

埼玉・農のエコロジーアワード

・HP、各種研修会等
での情報発信

・現地見学会の開催

 環境負荷低減に取り組む生産者団
体に対し、みどり認定や特別栽培農
産物認証等の取得に必要な経費を
支援【新規】

新規・拡充内容

エコな栽培体系への転換サポート ４，０００千円

エコな栽培体系への転換に向けた取組を支援する。

３ エコな栽培体系への転換サポート ４，０００千円


